






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































資料 : '韓国 日 1ぬ1984. 5. 16
年
に
は
そ
の
五、
六
年
前
の
三
倍
に
も
増
え
て
い
る。
過
熱
し
た
大
学
進
学
希
望
に
対
一
九
八
二
し
て
門
を
広
げ
た
結
果 、
あ
る
い
は
大
学
経
営
サ
イ
ド
か
ら
の
要
求
や、
社
会
の
大
卒
需
要
も
そ
こ
に
影
響
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
一
九
八
四
年
に
は
人
口一
0
0
万
人
当
た
り
の
大
学
生
数
が
二
五
O
O
名
と
な
っ
て、
日
本
の
二
O
九一
名
を
追
い
抜
き、
ア
メ
リ
カ
の
三
八
O
O
名
に
次
ぐ
「
世
界
第
二
位」
の
記
録
で
あ
る、
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る。
グ
ラ
フ
は
一
九
八
二
年
以
降
は
横
ば
い
に
転
じ
て
い
る
が、
ス
の
学
生
総
数
は一
九
八
四
年
キャ
ンパ
一
九
八
五
年
と
さ
ら
に
増
え
て、
史
上
最
多
と
な
っ
た
筈
で
あ
る。
こ
う
し
た
空
前
の
状
況
に
直
面
し
て、
文
教
部
筋
で
は
①
社
会
の
大
学
卒
業
者
に
対
す
る
労
働
需
要
が
急
増
す
る
と
い
う
展
望
が
な
い、
②
増
大
す
る
学
生
数
に
対
応
す
る
教
授
要
員
を
確
保
す
る
の
が
困
難、
③
施
設
と
財
源
の
不
足 、
④
全
体
的
な
学
問
水
準
の
低
下 、
⑤
学
生
指
導
が
難
し
い、
な
ど
の
難
問
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ、
今
後
当
分
の
問 、
大
学
新
設
と
増
員
は
極
力
抑
制
す
る
方
針
で
あ
る
旨
を、
新
聞
は
伝
え
た。
一
九
八
四
年
の
入
学
定
員
数
が
全
体
で
二
四
O
O
名
余
り
減
少
し
て
い
る
の
は
そ
の
方
針
が
実
行
さ
れ
た
証
で
あ
ろ
う。
こ
の
よ
う
な
学
生
数
の
急
増
は
大
学
数
の
増
加
と
一
大
学
当
た
り
の
定
員
増
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た。
『
韓
国
統
計
年
鑑』
で
み
る
と、
一
九
八
O
年
か
ら
一
九
八
三
年
ま
で
の
四
年
間
に、
大
学
(
校)
は
八
十
五
校
が
九
十
八
校
に、
教
育
大
学
は
十
二
校
で
増
減
が
な
く、
専
門
大
学
は
一
二
八
校
が
一
三
O
校
に
増
え
た。
こ
の
間
に
学
生
数
の
方
は、
大
学
(
校)
で
約
四
十
万
人
が
七
十
七
万
人
に
二
倍
近
く
場
加 、
教
育
大
学
で
約
九
千
人
が
一
万
二
千
人
に
一
・
三
倍
増 、
専
門
大
学
で
は
約
十
五
万
人
が
二
十
二
万
人
に
一
・
五
倍
近
く
増
加
し
て
い
る。
学
生
数
に
比
べ
て
校
数
の
増
加
が
多
く
な
い
よ
う
に
み
え
る
が、
私
立
綜
合
大
学
で
ソ
ウ
ル
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
有
し
て
い
た
主
要
大
学
が
地
方
に
分
校
を
新
設
し
て
い
る
の
で、
キ
ャ
ン
パ
ス
数
の
増
加
は
校
数
の
そ
れ
を
き
ら
に
上
回
る
わ
け
で
あ
る。
慶
照
大
・
中
央
大
・
韓
国
外
国
語
大
・
漢
陽
大
・
明
知
大
京
畿
大
は
ソ
ウ
ル
に
近
い
京
畿
道
内
に、
建
国
大
・
高
麗
大
・
檀
国
大
・
東
国
大
・
延
世
大
は
他
道
に
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
増
設
し
て
い
る。
大
学
の
量
的
拡
大
が
こ
の
よ
う
に
進
ん
だ
こ
と
は、
従
来
の
韓
国
の
大
学
生
像
の
変
質
も
予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
し、
大
学
内
で
の
学
生
の
要
求
も
日
本
の
大
学
の
量
的
拡
大
過
程
で
出
さ
れ
た
も
の
と
共
通
す
る
項
目
が
あ
る。
学
期
中
は
絶
え
ず
学
生
の
デ
モ
の
対
応
に
神
経
を
費
し
て
い
る
教
職
員
の
あ
る
一
人
が、
欧
米
や
日
本
の
経
験
し
た
ス
チ
ュ
l
デ
ン
ト
・
パ
ワ
ー
の
爆
発
を
今 、
韓
国
は
迎
え
て
い
る
の
だ
ろ
う 、
と
語
調
査・
研
究
活
動
(
韓
国
大
学
消
息)
っ
た。
そ
こ
に
は
日
本
の
植
民
地
時
代
ゃ
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
の、
学
生
が
政
治
改
革
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
き
た
と
い
う
従
来
の
見
方
と
は
異
な
るニ
ュ
ア
ン
ス
も
う
か
が
え
る。
授
業
料
・
奨
学
金
・
ア
ル
バ
イ
ト
過
去
十
年
余
り
の
聞
に
行
な
っ
た
十
数
回
の
韓
国
旅
行
の
途
中
で
出
会
っ
た
人
々
と
の
世
間
話
の
中
で、
た
ま
に
子
弟
の
進
学
問
題
も
話
題
に
な
っ
た。
そ
の
際
は
き
ま
っ
て
教
育
費
の
負
担
に
話
が
進
ん
で、
家
庭
の
経
済
力
が
豊
か
で
な
い
と
大
学
進
学
ま
で
は
困
難
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
私
の
内
に
あ
っ
た。
と
こ
ろ
が
今
度
大
学
で
学
生
た
ち
に
接
し
て
み
る
と、
仕
送
り
な
く、
月
々
の
生
活
費
も
四
万
ウ
ォ
ン
(
当
時
の
レ
l
ト
で
約
一
万
三
千
円)
に
き
り
つ
め
て、
奨
学
制
度
の
恩
恵
や
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
を
受
け
て、
学
費
を
捻
出
し
て
い
る
苦
学
生
も
い
た。
彼
の
場
合
は
私
の
知
る
限
り
学
生
と
し
て
経
済
的
に
は
最
低
生
活
で
あ
っ
た
が、
卒
業
後
は
見
事
に
狭
き
円
で
あ
る
ソ
ウ
ル
市
内
の
高
校
教
師
に
採
用
さ
れ
て
報
わ
れ
た。
彼
ほ
ど
で
な
く
と
も 、
倹
約
場
面
は
し
ば
し
ば
目
に
し
て、
ま
た
女
子
学
生
で
も
休
学
復
学
を一
回、
一
一固
と
し
て、
働
い
て
は
学
ぶ 、
と
い
う
例
も
多
く
は
な
い
が 、
珍
し
く
も
な
く、
必
ず
し
も
学
生
の
出
身
家
庭
は
富
裕
で
な
く
て
も、
大
学
生
と
な
り
う
る
と
い
う
印
象
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た。
そ
れ
で
こ
そ
大
学
の
量
的
拡
大
も
起
こ
り
え
た
の
で
あ
ろ
う。
慶
照
大
資
料
で
授
業
料
と
奨
学
金
を
み
る
と
一
九
八
五
年
度
一
学
期
(一ニ
月
1
六
月〉
の
登
録
金
(
学
生
会
費
六
千
ウ
ォ
ン
を
含
む)
は
一
番
安
い
文
科
系
で
五
六
万
ウ
オ
ン
一
番
高
い
医
学
系
本
科
で
六
八
万
八
千
ウ
ォ
ン
で
あ
る。
こ
れ
を
二
倍
し
て、
日
本
流
に
一
年
分
に
計
算
す
る
と、
前
者
で
一
一一
一万
ウ
ォ
ン、
後
者
で
一
三
七
万
六
千
ウ
ォ
ン
で
あ
る。
こ
れ
は
日
本
円
で
三
十
万
円
か
ら
四
十
万
円
程
度
に
な
る。
次
に
一
七
五
調
査・
研
究
活
動
(
韓
国
大
学
消
息)
奨
学
金
を
み
る
と、
学
内
奨
学
金
と
学
外
奨
学
金
に
多
く
の
種
類
が
あ
る。
学
内
奨
学
金
に
は
ソ
ウ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
で
十
五
種
類
あ
り、
総
額
約
八
億
七
千
万
ウ
ォ
ン
が
一
四
八
O
名
(
学
生
数
の
十
四パ
ー
セ
ン
ト)
に
与
え
ら
れ
て
お
り
一
人
当
た
り
平
均
五
八
万
ウ
ォ
ン
で、
ほ
ぼ
登
録
金
相
当
額
に
な
る。
対
象
学
生
数
が
最
多
で
一
人
当
た
り
奨
学
金
額
も
最
高
な
の
は、
学
校
法
人
財
団
名
を
付
し
た
高
鳳
奨
学
金
で、
五
O
八
名
に
平
均
九
十
二
万
ウ
ォ
ン
を
支
給
し
て
い
る。
学
外
奨
学
金
の
種
類
は
さ
ら
に
多
く、
全
体
と
し
て
か
な
り
の
割
合
の
学
生
が
何
ら
か
の
奨
学
制
度
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る。
一
九
八
五
年
二
月
の
学
位
授
与
式
で
は、
学
土
二
六一二
三
名、
修
士一二
九
三
名、
博
士
五
四
名
が
学
位
を
受
け
た。
こ
の
修
土
・
博
士
の
中
に
は
職
場
派
遣
の
よ
う
な
社
会
入
院
生
も
含
ま
れ
て
い
る
が 、
学
部
か
ら
ま
っ
す
ぐ
上
が
っ
た
修
士
は
学
士
の
ほ
ぼ
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
し、
大
学
院
学
生
数
の
比
率
は
高
い。
こ
の
院
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
助
教
・
助
手
制
度
は
注
目
さ
れ
た。
助
教
は
博
士
課
程
在
学
生
の
中
で
特
に
将
来
性
を
見
込
ま
れ
た
少
数
の
者
に
対
し
て、
登
録
金
免
除、
月
給
は
三
十
数
万
ウ
ォ
ン
か
ら
下
に
数
等
級
の
ラ
ン
グ
が
あ
る。
助
手
は
修
士
課
程
の
者
も
含
め
て
登
録
金
免
除、
月
給
七
万
ウ
ォ
ン
程
度
で
あ
る。
月
給
と
あ
る
の
は、
こ
の
助
教
・
助
手
が
学
科
主
任
や
教
授
な
ど
の
下
で
カ
リ
キュ
ラ
ム
作
り
手
伝
い 、
試
験
採
点、
学
科
所
属
教
授
と
の
連
絡
を
は
じ
め 、
大
学
の
教
学
事
務
部
門
で
か
な
り
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
実
働
に
対
す
る
給
与
だ
か
ら
で
あ
る。
以
前
は
無
給
だっ
た
の
が 、
某
大
学
の
助
教
・
助
手
が
団
交
し
て
給
料
を
受
け
る
状
態
に
改
善
さ
れ
た。
家
庭
に
経
済
力
の
あ
る
場
合
は、
院
生
も
時
間
の
多
い
方
を
望
ん
で 、
奨
学
助
手
は
希
望
し
な
い。
奨
学
助
手
は
雑
用
に
追
わ
れ
て
時
間
が
な
い
と
嘆
く
し、
あ
れ
こ
れ
失
望
す
る
状
況
も
経
験
さ
せ
ら
れ
る
が 、
大
学
運
営
・
研
究
・
教
育
の
実
務
に
通
じ
て
い
く。
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
効
率
の
よ
い
家
庭
教
師
は、
過
熱
し
た
大
学
進
学
競
争
一
七
六
の
状
況
の
中
で
弊
害
が
あ
る
と
し
て、
数
年
前
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る。
現
在
は
実
際
に
は
も
ぐ
り
の
家
庭
教
師
も
あ
る
よ
う
だ
が 、
こ
う
し
た
禁
止
の
一
方
で、
奨
学
制
度
も
拡
充
さ
れ
た。
し
か
し、
学
生
数
の
急
増
し
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
さ
ら
に
ア
ル
ハ
イ
ト
を
必
要
と
す
る
学
生
も
多
い。
一
九
八
四
年
七
月
に
『
月
刊
ア
ル
バ
イ
ト
消
自立
が
創
刊
さ
れ
た
の
も、
そ
う
し
た
状
況
が
背
景
の
一
部
に
あ
る。
本
誌
は
必
ず
し
も
学
生
の
み
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い。
応
募
資
格
は
様
々
に
示
さ
れ
て
い
る。
同
誌
の
九
月
号
を
み
る
と、
資
格
に
大
学
生
を
示
し
て
あ
る
広
告
の
職
種
に
は、
弁
当
配
達
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
ウェ
イ
ト
レ
ス
・
洗
車
員
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
・
図
書
販
売
セ
ー
ル
ス
・
保
険
外
交
員
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
な
ど
が
あ
り、
特
集
記
事
の
中
に
靴
み
が
き
を
し
て
い
る
女
子
大
生
の
紹
介
も
あ
る。
大
学
生
と
い
え
ど
も
職
種
を
厭
わ
ず
に
働
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る。
も
ち
ろ
ん、
就
職
に
際
し
て
の
一
流
選
好
は
強
い
傾
向
の
よ
う
だ
が 、
「
下
を
目
ざ
し
て」
の
動
き
は
政
治
活
動
を
目
論
む
元
学
生
ば
か
り
で
な
く、
大
学
の
大
衆
化
現
象
に
伴
う
日
常
的
な
現
象
の
一
部
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
慶
照
大
は
韓
国
の
マ
ン
モ
ス
大
の
一
つ
で
あ
る。
一
般
教
義
・
教
職
科
目
な
ど
に
は
マ
ス
プ
ロ
教
室
も
あ
る。
し
か
し
専
門
科
目
は
一
学
科
一
学
年
の
学
生
数
は
ほ
と
ん
ど
が
一
O
O
名
未
満
で
あ
り、
0
0
科
O
年
の
教
室
と
い
う
い
わ
ば
「
ホ
ー
ム
ル
ー
ム」
が
あ
り、
学
生
同
士
の
連
絡
は
よ
く
保
た
れ
て
い
た。
欠
席
し
た
学
生
の
欠
席
理
由
も
友
人
た
ち
は
よ
く
把
握
し
て
い
た。
こ
の
専
攻
グ
ラ
ス
が
単
位
と
な
り、
M
T
(メ
ン
パ
!
シ
ッ
プ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
略)
と
称
し
て、
学
期
中
に
一
回
は
地
方
旅
行
に
行
く。
学
生
団
体
主
催
の
行
事
と
し
て
学
園
祭 、
学
科
対
抗
単
大
別
体
育
大
会 、
学
科
単
位
で
講
演
会
な
ど
が
あ
り、
学
園
祭
は
サ
ー
ク
ル
も
組
織
単
位
と
し
て
大
き
な
ウェ
イ
ト
を
占
め
る
が、
こ
う
し
た
い
ず
れ
の
機
会
を
通
し
て
も、
専
攻
ク
ラ
ス、
学
科
学
生
団
体
が
よ
く
機
能
し
て
い
る。
新
入
生
歓
迎
会、
新
入
生
歓
迎
野
遊
会、
五
月
十
五
日
の
「
先
生
の
日」
(
学
患
を
感
謝
し、
簡
単
に
茶
菓
で
も
て
な
し、
贈
物
を
す
る〉 、
卒
業
生
歓
送
会、
師
恩
会
(
卒
業
生
が
学
科
所
属
の
専
任
・
非
常
勤
教
員
・
助
教
・
助
手
を
レ
ス
ト
ラ
ン
等
で
接
待、
贈
物
を
す
る〉
な
ど
の
盛
沢
山
の
行
事
を
学
生
が
主
催
し
て
い
る。
学
年
ご
と
の
学
生
会
長、
学
科
全
体
の
学
生
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
委
員
が
こ
う
し
た
行
事
の
企
画
・
運
営
の
中
心
に
な
り、
彼
等
は
同
時
に
授
業
に
必
要
な
教
材
のコ
ピ
I
・
印
刷
や
担
任
教
員
か
ら
受
講
学
生
へ
の
連
絡
事
項
の
伝
達
な
ど
も
行
な
ぅ。
彼
等
は
教
員
の
手
足
と
も
な
り
な
が
ら、
学
生
の
授
業
内
容
・
試
験
範
囲
・
学
内
行
事
の
際
の
非
休
講
措
置
な
ど
に
対
す
る
不
満
を
受
け
て、
よ
く
担
任
教
員
や
学
科
主
任
に
要
求
を
突
き
つ
け
て
く
る。
そ
の
際
は
尊
敬
語
を
踏
み
外
す
こ
と
な
く、
し
か
し
駆
け
引
き
が
巧
み
で、
教
員
と
し
て
は
常
に
教
育
的
見
地
と
学
生
の
た
め
に
は
と
い
う
大
義
か
ら
論
理
的
に
「
指
導」
を
下
し
て
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い。
前
例
な
ど
は
説
得
理
由
と
し
て
効
果
は
な
い 。
も
し
そ
う
し
た
交
渉
場
面
で
教
員
が
感
情
的
に
対
応
し
た
ら、
逆
に
「
誠
意」
が
問
わ
れ、
時
に
は
排
斥
運
動
の
槍
玉
に
も
あ
げ
ら
れ
か
ね
な
ぃ。
学
生
に
は
設
備
不
足
・
図
書
館
の
閲
覧
席
不
足
・
図
書
不
足
・
通
学
パ
ス
の
不
便
-
学
生
食
堂
の
大
混
雑
・
新
学
科
設
置
に
連
動
し
た
学
科
廃
止
反
対
(
大
学
は
総
定
員
を
増
や
せ
な
い〉
-
ソ
ウ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
科
の
新
設
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
反
対
等 、
不
満
の
タ
ネ
が
多
く
あ
り、
大
学
当
局
が
時
間
を
か
け
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
問
題、
学
外
条
件
に
制
約
さ
れ
る
難
問
な
ど
が、
強
力
な
学
生
同
士
の
連
帯
感
の
上
に、
何
か
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
と
し
て
直
ぐ
に
イッ
シ
ュ
l
化
さ
れ
る。
学
内
問
題
に
端
を
発
し
た
大
規
模
な
学
生
デ
モ
が
一
学
期
に一
回
は
起
き
た。
大
学
内
に
は
教
練
教
調
査・
研
究
活
動
(
韓
国
大
学
消
息)
育
を
担
当
す
る
学
軍
団
に
軍
人
が
い
る、が 、
軍
隊
は
学
生
デ
モ
に
対
処
し
な
い。
警
察
が
門
前
で
デ
モ
隊
の
学
外
進
出
を
抑
え
て
い
る。
教
室
で
の
学
生
は
講
義
中
に
も
質
問
を
し、
課
題
発
表
の
時
や
指
名
に
回
答
す
る
時
は
総
じ
て
快
活
で
あ
る。
五
十
分
授
業
で
一
科
目
が
週
に
二、
一ニ
凹
あ
り、
宿
題
・
予
習
に
忙
し
い。
ま
た一
学
期
間
に
中
間
試
験
と
期
末
試
験
が
あ
り、
教
員
に
よっ
て
は
毎
月
・
随
時
試
験
も
す
る。
出
欠
も
厳
し
く
と
り、
一
学
期
ご
と
に
成
績
評
価
が
下
さ
れ
る。
数
年
前
よ
り
実
施
さ
れ
た
卒
業
定
員
制
度
(
卒
業
定
員
の
二ニ
O
パ
l
セ
γp
程
度
の
入
学
生
を
受
け
入
れ、
卒
業
ま
で
に
成
績
不
良
者
を
落
と
し
て
い
く。
不
評
の
た
め
廃
止
し
た
大
学
も
あ
る〉
に
よ
り、
相
対
評
価
法
で
少
な
く
と
も
受
講
者
の
五
パ
1
セ
ン
ト
に
零
点
(
評
点)
を
与
え
る。
そ
れ
で
学
生
は
試
験
の
結
果
や
成
績
評
価
が
本
人
の
予
想
よ
り
悪
い
場
合
に
は
落
胆
の
度
合
も
強
い。
こ
の
よ
う
に
サ
イ
ク
ル
の
短
い
授
業
・
試
験
制
度
の
下
で
は、
与
え
ら
れ
た
教
材
・
講
義
ノ
l
ト
・
試
験
範
囲
の
消
化
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
り、
自
ら
立
て
た
問
題
に
関
す
る
資
料
を
時
聞
を
か
け
て
調
査
・
収
集
分
析
す
る
と
い
う
方
法
の
修
得
は
大
学
院
に
進
学
し
て
か
ら
の
よ
う
で
あ
る。
図
書
館
は
早
朝
か
ら
夜
十一
時
ま
で
閲
覧
室
が
開
放
さ
れ
て
お
り、
早
朝、
朝
飯
前
に
席
取
り
の
た
め
鞄
を
置
き
に
図
書
館へ
出
入
り
す
る
光
景
が
一
年
中
見
ら
れ
る。
教
職
員
のコ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
慶
照
学
園
は
大
学
校
を
中
心
に
二
専
門
大
学、
高
校、
女
子
高、
中
学、
女
子
中、
国
民
学
校、
幼
稚
園
を
併
設
す
る
綜
合
学
園
で
あ
る。
そ
の
全
体
を
学
校
法
人
高
鳳
財
団
の
理
事
長
が
代
表 、
総
括
し
て
い
る。
大
学
校
に
は
大
学
院
(
一
般
大
学
院
と
四
特
殊
大
学
院) 、
十
六
単
科
大
学、
二
十
五
研
究
所
附
属
病
院
(
ソ
ウ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
に
総
合
病
院
ソ
ウ
ル
市
内
と
地
方
に
三
漢
方
病
院)
事
務
局 、
図
書
館
・
博
物
館
一
七
七
調
査
・
研
究
活
動
(
韓
国
大
学
消
息)
等
の
附
属
機
関
(
学
内
に
郵
便
局
・
銀
行
窓
口
も
あ
る)
の
機
闘
が
あ
る。
そ
の
全
体
を
総
長、
水
原
キ
ャン
パ
ス
を
副
総
長
が
代
表
し
て
い
る。
大
学
校
組
織
の
根
幹
は
財
団
定
款
で
定
め
ら
れ
て
い
る。
財
団
の
理
事
・
監
事
は
理
事
会
で
選
任
し
文
教
部
の
承
認
を
受
け
て
な
る。
総
長
は
理
事
会
の
議
決
を
経
て
文
教
部
の
承
認
を
受
け 、
理
事
長
が
任
命
す
る。
副
総
長
・
学
長
・
大
学
院
長
お
よ
び
教
員
は
総
長
が
補
任
す
る。
職
員
は
理
事
長
が
任
用
(
一
部
職
員
は
総
長
が
任
用)
す
る。
定
款
に
は
大
学
財
務
委
員
会
(
教
員
八
名
と
理
事
一
名〉 、
教
員
人
事
委
員
会
(
副
総
長
・
大
学
院
長
・
教
務
処
長
-
学
生
処
長
・
学
長
と
総
長
に
指
名
さ
れ
た
十
名
以
内
の
教
員) 、
大
学
教
員
懲
戒
委
員
会
(
総
長
に
任
命
さ
れ
た
五
名〉 、
(
懲
戒
処
分
に
異
議
が
あ
る
場
合
再
審
委
員
会
に
再
審
す
る。
判
検
事
ま
た
は
弁
護
士、
法
律
学
担
当
大
学
教
員、
法
人
理
事
の
中
か
ら
理
事
会
の
議
決
を
経
て
文
教
部
の
承
認
を
受
け
理
事
長
に
委
嘱
さ
れ
た
五
名)
に
関
す
る
事
項
も
定
め
ら
れ
て
い
る。
教
員
は
五
段
階
に
分
か
れ、
教
授
・
副
教
授
は
五
年、
助
教
授
・
専
任
講
師
は
三
年、
助
教
は
一
年
ご
と
に
任
命
期
聞
が
定
め
ら
れ
て
お
り、
更
新
の
たび
に
文
教
部
長
官
に
報
告
す
る。
教
授
会
は
学
則
に
定
め
ら
れ
て
お
り、
全
校
教
授
会
と
大
学
別
教
授
会
が
あ
る。
学
則
で
は
教
務
委
員
会
(
総
長
・
副
総
長
・
企
画
管
理
室
長
・
学
長
・
教
務
処
長
・
学
生
処
長〉
も
定
め
て
お
り 、教
授
会
は
教
務
委
員
会
の
合
意
事
項
の
連
絡
・
協
力
要
請
の
場
と
な
る
こ
と
が
多
い。
以
上
の
法
人
・
教
学
組
織
は
ト
ッ
プ
が
長
期
的
に
強
力
な
指
導
性
を
発
揮
す
る
の
に
向
い
た
特
性
が
あ
り、
ま
た
若
い
人
材
も
容
易
に
登
用
で
き
る
の
が
長
所
と
言
え
ば
言
え
よ
う。
大
学
内
の
動
静
や
問
題
点
の
所
在
は、
学
生
記
者
が
活
躍
し、
総
長
が
発
行
者
と
な
っ
て
い
る
『
大
学
週
報』
(
普
通
紙
判
十
二
頁。
毎
週
発
行。
休
暇
中
は
発
行
間
隔
が
延
び
る。
学
生
の
批
判
的
論
説
記
事
も
よ
く
載
る)
や
『
叶
Z
C
巳4
2回目
守
口町巾』
(
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
八
頁。
月
刊 。
英
字
紙〉
で
よ
く
伝
え
ら
れ
て
い
る。
教
職
員
聞
の
接
一
七
八
触
の
機
会
は、
大
学
所
有
通
勤
パ
ス
(
大
型。
約
十
台)
や
教
授
休
憩
室、
教
職
員
食
堂 、
教
授
会
後
の
会
食、
各
種
親
睦
行
事
(
ゴ
ル
フ
大
会
・
テ
ニ
ス
大
会
・
研
修
旅
行
何
か
の
祝
賀
会
等)
教
職
員
サ
ー
ク
ル 、
オ
フ
タ
イ
ム
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
交
際
な
ど
で、
割
と
多
い。
校
友
教
員
も
多
く 、
卒
業
生
を
混
じ
え
た
各
種
会
合
も
盛
ん
で
あ
る。
そ
う
し
た
接
触
の
場
で
は
吹
き
出
す
よ
う
な
ウ
ィ
γ
ト
に
富
む
話
が
あ
ふ
れ
て、
相
互
の一
体
感
も
覚
え
つ
つ、
大
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
よ
く
な
さ
れ、
私
も
し
ょ
っ
中、
日
本
の
場
合
は
ど
う
か
と
尋
ね
ら
れ
た。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
で
形
成
さ
れ
て
く
る
学
内
世
論
が
や
が
て
教
務
委
員
会
や
理
事
会
に
吸
収
さ
れ
て
、
、喝、
、いV
9〈、
よμ
メ
ン
バ
ー
の
交
替
を
促
し、
結
果
的
に
組
織
が
刷
新
さ
れ
た
雰
囲
気
を
醸
成
す
る。
難
し
い
問
題
を
抱
え
な
が
ら、
快
活
に
よ
り
良
い
方
向
へ
の
解
決
を
念
じ
て
い
る
「
慶
照
人」
の
中
に
一
年
半
共
に
居
て、
私
は
「
第
二
の
母
校」
と
い
う
愛
着
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た。
本
稿
で
は
韓
国
の
大
学
紹
介
を
主
旨
と
し
て
慶
照
の
場
合
を
例
に
引
い
た
が、
慶
照
自
体
の
紹
介
を
もっ
と
詳
し
く
す
れ
ば、
そ
の
愛
着
の
湧
く
情
況
に
つ
い
て
共
感
が
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
が、
別
の
機
会
に
し
た
い。
南
西
諸
島
の
祭
把
組
織
に
関
す
る
社
会
人
類
学
的
調
査
研
究
員
統
高
橋
研
究
員
越
公
大
第
四
次
調
査
沖
縄
県
伊
良
部
町
国
仲
で、
氾
正
月
の
行
事
に
つ
い
て
参
与
観
察
を
行
い
な
が
ら、
前
回
と
同
様
に
国
仲
御
撮
の
祭
肥
組
織
や
イ
チ
ム
ン
(
一
門)
の
御
巌
の
祭
把
組
織
に
つ
い
て
の
聞
書
き
を
行っ
た。
そ
の
結
果 、
定
通
り、
国
仲
御
獄
に
お
い
て
ツ
カ
サ
(
祭
司〉
の
交
替
に
関
す
る
行
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
認
し、
第
五
次
調
査
の
日
程
を
決
定
し
た。
第
五
次
調
査
昭
和
六
O
年
八
月
十
三
日
t
八
月
二
十
六
日
折
り
悪
し
く
二
つ
の
台
風
通
過
に
伴
い 、
調
査
活
動
は
制
限
さ
れ、
か
な
り
の
影
響
を
被っ
た
が、
幸
い、
暴
風
雨
の
な
か
で
も
行
事
だ
け
は
予
定
通
り
行
わ
れ、
南
西
諸
島
で
は
宮
古
諸
島
の
諸
村
落
に
み
ら
れ
る
独
特
の
行
事
と
し
て
知
ら
れ
る、
祭
把
組
織
の
指
導
者
を
神
識
で
選
出
す
る
行
事
を
参
与
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た 。
調
査・
研
究
活
動
平
一
七
九
